
Ａ. 研究目的

平成 29 年の厚生労働省による社会医療診療行為別

統計の概要によると､ 院外処方では､ 75 歳以上の 40

％以上が 5 剤以上の処方をされている (参考文献 1)｡

Kojima らの報告によると､ 多剤服用は 6 種類以上で

有害事象が出現しやすく､ 本邦におけるポリファーマ

シーの準拠基準となっている (参考文献 2)｡

スモン患者は平均年齢 80.5 歳 (平成 29 年度；参考

文献 3) と 1970 年以降の新規患者発生消失から 48 年

を経て､ 高齢化が顕著である｡ 高齢者は､ 加齢に伴う

生理的な変化によって薬物動態や薬物反応性が一般成

人とは異なることや複数の併存疾患をそれぞれ治療す

るために､ 投与された薬剤同士で薬物相互作用が起こ

りやすく､ 薬物有害事象が問題となりやすい｡ そのた

め､ 大分県におけるスモン患者を対象に､ ポリファー

マシーに関する検討を行った｡
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研究要旨

スモン患者におけるポリファーマシーの検討を行った｡ 対象は大分県でスモン患者登録を

している患者 12 名のうち 7 名で､ スモン検診時にお薬手帳による内服薬剤の確認を行った｡

治療疾患については､ スモン検診時に確認した｡ 検診希望者の平均年齢 83 歳 (70 歳代 2 名､

80 歳代 4名､ 90 歳代 1名) で､ 女性 4名､ 男性 3名であった｡ 定期的な薬剤内服を行ってい

るものは､ 6 名で､ 治療疾患は平均 2.8 病であり､ 内服平均は 9.5 剤であった｡ 最も処方が多

かったものは､ ｢消化性潰瘍剤・制酸剤・健胃消化剤｣ で 6 名中 5 名 (83％) であった｡ 二

番目は､ ｢血圧降下薬｣ および ｢催眠鎮静剤｣ の各 4 名 (67％) であった｡ 三番目は ｢鎮吐

剤｣ および ｢緩下剤｣ の各 3名 (50％) であった｡ 80 歳以上の女性 3名が 12 錠の内服を行っ

ていた｡ 解熱鎮痛消炎剤を内服している 2名は､ いずれも催眠鎮静剤､ 鎮吐剤および緩下剤

の内服を行っていた｡ 高齢女性で多剤内服が多く､ 鎮痛剤､ 催眠鎮静剤､ 鎮吐剤､ 緩下剤の

併用がみられた｡



Ｂ. 研究方法

大分県在住で本年度のスモン検診を希望した 7名の

患者を対象に､ スモン検診時に､ お薬手帳による投薬

内容の確認および治療内容の確認を行った｡ 薬剤分類

は､ 厚生労働省の提供する診療報酬情報提供サービス

のうち､ 薬剤分類情報閲覧システムに従って行った｡

治療疾患については､ スモン検診時に確認した｡

また､ この検診に関しては､ 大分大学 IRB の承認

を得て､ 文書でのインフォームドコンセントを取得し

た上で検査を行った｡

Ｃ. 研究結果

平成 30 年度の大分県におけるスモン健康管理手帳

受給者登録は 12 名であった｡ 全員に往復はがきによ

る検診希望 (来院､ 在宅) の有無を尋ねたところ､ 返

信があったのは､ 8 名で､ 検診を希望したものは 2名､

在宅検診を希望したものは 5名､ 検診を希望しなかっ

たものは 1名であった｡

検診希望者の平均年齢 83 歳 (70 歳代 2 名､ 80 歳代

4名､ 90 歳代 1名) で､ 女性 4名､ 男性 3名であった｡

定期的な薬剤内服を行っているものは､ 6 名で､ 治療

疾患は平均 2.7 病であった (表 1)｡ 治療中の疾患とし

ては､ 高血圧 (71％)､ 不眠 (43％) が多かった｡

内服数の平均は 9.5 剤 (最小 5 剤､ 最多で 12 剤)

であった (表 2)｡ 最も処方が多かったものは､ ｢消化

性潰瘍剤・制酸剤・健胃消化剤｣ で 6 名中 5 名 (83

％) であった｡ 二番目は､ ｢血圧降下薬｣ および ｢催

眠鎮静剤｣ の各 4名 (67％) であった｡ 三番目は ｢鎮

吐剤｣ および ｢緩下剤｣ の各 3名 (50％) であった｡

80 歳以上の女性 3 名が 12 錠の内服を行っていた｡ 解

熱鎮痛消炎剤を内服している 2名は､ いずれも催眠鎮

静剤､ 鎮吐剤および緩下剤の内服を行っていた｡

Ｄ, E. 考察および結論

今回参加した 7名のスモン患者においては､ 定期内

服を行っている 6 名の平均薬剤数は 9.5 剤であり､ 副

作用が多いと報告されている 6剤以上の内服であり､

高齢者の多いスモン患者においてもポリファーマシー

の傾向が認められた｡ 傾向として､ 高齢女性で多剤内

服が多く､ 鎮痛剤､ 催眠鎮静剤､ 鎮吐剤､ 緩下剤の併

用がみられた｡
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表 1 検診者の疾患背景
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表 2 検診者の投薬内容
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